
 

観点別学習状況の評価から評定への総括方法 

 

 

１ 学期ごとに観点別学習状況の評価を行う。 

 

２ 学期ごとの観点別学習状況の評価を年間

の評価に総括する。 

各学期の評価 年度末の評価（要録） 
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３ 観点別学習状況の評価を評定に総括する。

（Ａ=３点，Ｂ=２点，Ｃ=１点） 

 

観点別評価 点 評定 

Ａ Ａ Ａ ９ ３ 

Ａ Ａ Ｂ ８ 

３か２ Ａ Ａ Ｃ ７ 

Ａ Ｂ Ｂ ７ 

Ａ Ｂ Ｃ ６ 
２ 

Ｂ Ｂ Ｂ ６ 

Ａ Ｃ Ｃ ５ 

２か１ Ｂ Ｂ Ｃ ５ 

Ｂ Ｃ Ｃ ４ 

Ｃ Ｃ Ｃ ３ １ 

   

※総括した３つの観点の評価が同一でない

場合は、出現率の高いものを重視しながら、

学年の目標及び観点の趣旨に照らし合わせ

て実現状況を把握し評定する。 

 

 

                                   

江戸川区立小岩小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例（実際の要録の様式２） 

 

Ⅰ 観点別学習状況 

教科 観点・学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

国

語 

知識・技能 Ｂ Ｃ Ａ Ａ Ｂ Ｂ 

思考・判断・表現 Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｃ 

主体的に学習に取組む態度 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｃ 

評定   ３ ２ ２ １ 

 

 

 

 

※基本的に２段跳びの評価は不可とします。 

※基本的に２段跳びの評価は不可とします。 


